
本会議を見にきませんか！？

本会議傍聴のご案内
日程、９月定例会あらまし、主な議案など
代表質問
個人質問
常任委員長報告、次回定例会日程など
賛否一覧、ベルテックス静岡正副議長表敬訪問など

１面
２面
3面

4、5面
６面
７面

市議会の傍聴を希望される皆様へ 目  次
　傍聴席の予約はお受けしておりません。傍聴を希望する本会議の開催日当日に
直接市役所本館４階へお越しください。
　現在、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策で傍聴席の間隔を空けてお座り
いただいております。
　発熱等の症状のある方や体調のすぐれない方におかれましては、傍聴をお控え
くださいますようお願いいたします。
　議場にお越しいただけない場合でも、手軽に議会の様子をご覧いただけるよう、
インターネットにより本会議の模様の中継及び録画配信を行っております。パソコン
やスマートフォンで是非ご覧ください。

ホームページで
配信映像をご覧
いただけます。

　受付で傍聴券に必要事項を記入し、
これを持って入場となります。券には、
ルールが記載されています。

　市役所本館の少々急な階段を
4階に上がると、突き当たりの重い
扉の向こうが傍聴席です。（エレ
ベーターもあります。）

　「傍聴」とは会議などをそばで聞くことを言いま
す。ルールを守っていただければ年齢を問わず、
どなたでも傍聴することができます。

傍
聴
席
は
議
場
の
左
右
に
あ
り
、全
部
で
90
席
。

本
会
議
の
様
子
。

静岡市の課題が
よくわかる。

傍聴席へようこそ！

●「市議会だより」は、新しい生活様式を推奨するため、配布者の負担を軽減するよう「広報しずおか」と合同で発行しています。
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主
な
議
案

主
な
議
案
９
月
定
例
会
で
審
議
し
た
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

補正予算の概要

議案

令
和
４
年
度
静
岡
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

令
和
４
年
度
静
岡
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

条
例
の
改
正

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

(
３
,
７
９
５
,
０
０
０
千
円
)

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
承
認
及
び
供
給
を
見
据
え
︑次
の
接
種
体
制

を
確
保
す
る
も
の
︒①
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
︑②
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
︑予
約
支
援

窓
口
の
設
置
︑③
高
齢
者
の
接
種
会
場
往
来
時
の
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
の
実
施

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
給
付
事
業

(
４
,
１
０
０
,
０
０
０
千
円
)

　
電
力
・ガ
ス・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
︑特
に
家
計
へ

の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯︵
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
︶に
対
し
︑給
付
金
を

給
付
す
る
も
の
︒

令
和
４
年
度
静
岡
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

災
害
援
護
資
金
貸
付
事
業
(
１
１
０
,
０
０
０
千
円
)

　
被
災
し
た
世
帯
の
生
活
再
建
の
た
め
︑災
害
援
護
資
金
の
貸
付
を
実
施
す
る

も
の
︒

道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業
(
３
,
０
６
０
,
０
０
０
千
円
)

　
被
災
箇
所
:︵
主
︶南
ア
ル
プ
ス
公
園
線
な
ど
計
５
４
０
路
線︵
８
９
２
か
所
︶

静
岡
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
︑定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
及
び
管
理
監
督

職
勤
務
上
限
年
齢
制
の
導
入
等
に
つ
い
て
︑必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
︑所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
︒

大
河
ド
ラ
マ
活
用
推
進
事
業
(
２
０
,
０
０
０
千
円
)

　
大
河
ド
ラ
マ
館
の
開
館
を
契
機
と
し

た
観
光
需
要
の
高
ま
り
に
合
わ
せ
︑静
岡

大
学
や
市
内
醸
造
所
と
連
携
し
︑看
板

商
品
と
し
て︵
仮
︶家
康
公
ビ
ー
ル
を
開

発
・
商
品
化
す
る
た
め
︑大
河
ド
ラ
マ
活

用
推
進
協
議
会
へ
の
負
担
金
を
増
額
す

る
も
の
︒

【大河ドラマ活用推進協議会ロゴマーク】

　
令
和
４
年
９
月
９
日
か
ら
10
月
12
日
ま

で
の
34
日
間
に
わ
た
っ
て
︑
９
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
︒

　
定
例
会
で
は
︑
令
和
３
年
度
各
種
会
計

決
算
を
審
議
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
︑
国
に

よ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
承
認

及
び
供
給
を
見
据
え
た
接
種
体
制
の
確

保
︑
医
師
等
に
よ
る
自
宅
療
養
者
へ
の
健

康
観
察
業
務
に
要
す
る
経
費
︑原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
対
策
と
し
て
光
熱
費
︑
燃
料

費
等
の
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小

事
業
者
や
福
祉
施
設
等
の
事
業
継
続
支
援

に
加
え
︑
台
風
15
号
被
害
に
対
す
る
被
災

者
・
被
災
事
業
者
への
支
援
及
び
イ
ン
フ
ラ
︑

公
共
施
設
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
な
ど
︑

議
案
61
件
を
審
議
し
ま
し
た
︒

10
月
12
日
の
本
会
議
最
終
日
に
は
10
月

３
日
か
ら
６
日
ま
で
と
12
日
の
５
日
間
に
開

催
し
た
各
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
が
報

告
さ
れ
︵
６
面
掲
載
︶︑
表
決
の
結
果
︑
全
て

の
議
案
を
全
会
一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で

認
定
ま
た
は
可
決
し
ま
し
た
︵
７
面
掲
載
︶︒

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

令
和
３
年
度
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

９月定例会日程

議案等審査

９月９日

10月12日

10月３日、４日、
５日、６日

９月20日、
21日、22日

本会議
（総括質問）

常任委員会

市政全般について質問、
委員会付託
追加議案上程・説明、委員会付託

会期決定、
人事案件上程～表決、
議案上程・説明

議案上程・委員長報告・質疑・
討論・表決
追加議案上程～表決

　公職選挙法の規定により、議員が年賀状などの

あいさつ状を出すことは制限されております（答

礼のための自筆によるものは除く）。そのため、年

末年始のごあいさつは失礼させていただきます。

　また、同法では、議員からのお中元

やお歳暮、地域行事への寄付や差し

入れなどの寄付行為も禁止されて

いますので、ご理解いただきますよう

お願い申し上げます。

市議会議員からのお願い

総合交通政策特別委員会の様子

　
今
年
度
の
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
︑

調
査
事
項
等
に
つ
い
て
の
協
議
や
︑当
局

か
ら
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

◆
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
特
別
委
員
会

９
月
７
日︵
水
︶・10
月
11
日︵
火
︶

◆
総
合
交
通
政
策
特
別
委
員
会

９
月
８
日︵
木
︶

◆
中
山
間
地
調
査
特
別
委
員
会

９
月
14
日︵
水
︶

◆
ま
ち
づ
く
り
拠
点
調
査
特
別
委
員
会

９
月
15
日︵
木
︶

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

年賀

本会議（開会）

本会議
常任委員会
本会議（閉会）

令
和
３
年
度
決
算
額

令和３年度決算額 A◆一般会計 令和２年度決算額B 増減額 A－B 増減率％

歳入総額…①

歳出総額…②

歳入歳出差引額（①－②）…③

翌年度へ繰り越すべき財源…④

実質収支（③－④）

364,323,559

354,834,697

9,488,862

2,964,997

6,523,865

411,350,837

403,151,008

8,199,829

2,908,078

5,291,751

△47,027,278

△48,316,311

1,289,033

56,919

1,232,114

△11.4

△12.0

15.7

2.0

23.3

病院事業会計 水道事業会計 下水道事業会計 簡易水道事業会計

総収益…①

総費用…②

当年度純利益（①－②）

（単位：千円）

13,267,231

12,553,263

713,968

11,130,774

8,627,582

2,503,192

21,026,283

19,626,857

1,399,426

135,006

133,577

1,429

◆公営企業会計
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代 表 質 問 令和４年９月20日、５会派が代表質問を行いました。質問の一部を抜粋してお知らせします。
代表質問は４人以上の所属議員を有する会派が行うことができます。

ホームページで配信映像をご覧いただけます。

４次総

　第４次静岡市総合計画の略称。総合計画は、長期的な視野に立ってまち

づくりの方向性を示す市政運営の最も基本となる計画であり、計画期間

は2023年度から2030年度。

市職員の定年引上げ

５年度からの国家公務員の定年引上げに伴い、地方公務員の定年も現行

の60歳から65歳に２年に１歳ずつ段階的に引き上げられる。９月定例会で

も関連条例の改正案が可決された。

役職定年制（管理監督職勤務上限年齢制）

　組織活力を維持するため、管理監督職の職員は、60歳の誕生日以後の最

初の４月１日に、管理監督職以外の職に異動させる制度。

語句説明

市
民
等
か
ら
の
要
望
へ
の

対
応

遠藤　裕孝 議員

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
や
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

攻
に
よ
る
経
済
情
勢
の
悪
化
を

受
け
、
多
く
の
市
民
や
事
業
者

等
か
ら
経
済
対
策
や
生
活
支
援

の
要
望
、
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
切
実
な
訴
え
を
重
く
受
け

止
め
、
令
和
４
年
５
月
、
市
民

生
活
へ
の
直
接
的
支
援
や
打
撃

を
受
け
る
事
業
者
へ
の
支
援
及

び
そ
れ
を
踏
ま
え
た
市
独
自
の

支
援
な
ど
の
緊
急
経
済
対
策
を
、

早
急
か
つ
き
め
細
や
か
に
実
施

す
る
よ
う
要
望
し
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
市
は
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
た
の
か
。

　
会
派
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
︑

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
影
響
を

市
民
や
事
業
者
か
ら
伺
い
︑
６

月
と
９
月
の
補
正
予
算
で
約
63

億
円
の
経
済
対
策
を
決
定
し
た
︒

６
月
は
生
活
者
支
援
に
関
す
る

取
組
を
重
点
的
に
︑
９
月
は
事

業
者
支
援
を
最
優
先
課
題
と
し

た
支
援
策
を
盛
り
込
ん
だ
︒

自
由
民
主
党

静
岡
市
議
会
議
員
団

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合

へ
の
対
応

寺尾　昭 議員

安
倍
元
首
相
の
銃
撃
事
件
を

契
機
に
世
界
平
和
統
一
家
庭
連

合
と
政
治
家
等
と
の
関
係
が
注

目
さ
れ
、
令
和
４
年
８
月
に
市

長
及
び
市
行
政
と
当
団
体
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
公
表
す
る
こ

と
を
市
長
に
申
し
入
れ
た
。
調

査
結
果
で
は
、
過
去
10
年
間
は

後
援
、
補
助
金
交
付
及
び
共
催

の
実
績
は
な
か
っ
た
が
、
今
後
、

関
連
団
体
を
含
む
当
団
体
が
実

施
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
後
援

名
義
の
使
用
許
可
申
請
が
あ
っ

た
場
合
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

　
後
援
名
義
の
使
用
許
可
は
︑

後
援
の
意
義
か
ら
逸
脱
す
る
こ

と
が
無
い
よ
う
︑
事
業
計
画
等

が
市
の
方
針
に
沿
っ
て
い
る
か
︑

一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
事
業

と
な
っ
て
い
る
か
や
︑
団
体
の

概
要
や
活
動
状
況
も
確
認
し
な

が
ら
︑
申
請
さ
れ
た
内
容
を
正

確
に
把
握
し
個
別
に
審
査
し
て

い
る
︒
今
後
も
︑
適
正
に
手
続

き
を
行
う
と
と
も
に
︑
今
回
の

一
連
の
状
況
を
踏
ま
え
︑
情
報

収
集
等
に
努
め
て
い
く
︒

日
本
共
産
党

静
岡
市
議
会
議
員
団

ハ
コ
モ
ノ
よ
り
も

人
へ
の
投
資

宮澤　圭輔 議員

４
次
総
の
策
定
に
向
け
市
が

実
施
し
た
市
民
負
担
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
と
い
う
調

査
結
果
で
は
、
ハ
コ
モ
ノ
建
設

な
ど
の
公
共
工
事
を
減
ら
し
、

他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
て
欲
し
い
と
の
回
答
が
最
も

多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
市
民

か
ら
の
声
を
受
け
、
令
和
４
年

８
月
に
、
４
次
総
策
定
に
向
け

た
提
言
書
を
市
長
に
提
出
し
、

ハ
コ
モ
ノ
よ
り
も
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
要
望
し

た
。
今
後
、
ハ
コ
モ
ノ
重
視
の

政
策
か
ら
、
人
へ
の
投
資
を
優

先
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
４
次
総
で
は
︑
市
民
一
人
ひ

と
り
が
輝
い
て
︑
自
分
ら
し
い

人
生
を
謳
歌
で
き
る
ま
ち
と
︑

地
域
資
源
を
磨
き
輝
か
せ
︑
世

界
か
ら
注
目
さ
れ
︑
人
々
が
集

ま
る
ま
ち
を
掲
げ
る
こ
と
と
し

た
︒
一
人
ひ
と
り
の
市
民
に
し
っ

か
り
目
を
向
け
︑
人
へ
の
投
資

と
ま
ち
へ
の
投
資
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
行
い
︑
相
乗
効
果
を
高
め

な
が
ら
︑
４
次
総
を
推
進
す
る
︒

創
生
静
岡

市
営
住
宅
へ
の
大
学
生
の
入
居

山梨　渉 議員

本
市
は
市
内
大
学
と
相
互
に

連
携
・
協
力
し
て
地
域
の
課
題

に
対
応
し
、
活
力
あ
る
個
性
豊

か
な
地
域
社
会
の
形
成
と
発
展

並
び
に
人
材
の
確
保
に
寄
与
し

て
い
く
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

協
定
を
結
ん
で
い
る
大
学
を
通

じ
て
市
営
住
宅
へ
入
居
し
た
学

生
が
、
自
治
会
活
動
に
も
参
加

す
る
こ
と
で
、
高
齢
化
に
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
低
下
す

る
団
地
自
治
会
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
大
学
生
の

経
済
的
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が

り
、
市
、
大

学
、
団

地
、
学

生

そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
取
組
だ
と
考
え
る
。
市

営
住
宅
と
大
学
と
の
連
携
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る

か
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
の
入
居

を
目
指
し
︑
静
岡
大
学
に
市
営

有
東
団
地
の
一
室
を
貸
し
付
け
︑

留
学
生
用
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と

し
て
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
と

し
た
︒
入
居
者
に
は
︑
団
地
の

自
治
会
活
動
に
参
画
し
て
も
ら

う
こ
と
と
し
︑
入
居
後
に
は
︑

そ
の
参
画
状
況
を
確
認
す
る
な

ど
︑
効
果
や
課
題
を
検
証
し
た

上
で
︑
他
大
学
を
含
め
た
相
互

連
携
を
深
め
て
い
く
︒

公
明
党
静
岡
市
議
会

市
職
員
の

定
年
引
上
げ
に
伴
う
課
題

小山　悟 議員

市
職
員
の
65
歳
ま
で
の
定
年

引
上
げ
は
大
き
な
制
度
変
更
で

あ
り
、
賃
金
が
７
割
に
な
る
こ

と
と
役
職
定
年
制
導
入
に
よ
り

発
生
す
る
課
題
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
制
度
導
入
は
、
年
金

支
給
開
始
前
ま
で
働
き
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
職
員
の
居
場

所
を
確
保
し
、
市
政
の
推
進
に

繋
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

職
員
定
数
の
中
で
業
務
の
変
更

や
見
直
し
を
行
う
状
況
が
、
市

政
の
停
滞
を
招
く
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

る
。
他
に
も
、
役
職
定
年
制
に

よ
る
職
場
の
雰
囲
気
の
変
化
が

予
想
さ
れ
る
な
ど
課
題
は
様
々

で
あ
る
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
制
度
の
導
入
運
用
に
伴
っ
て

生
じ
る
︑
高
齢
期
職
員
の
活
用

と
後
輩
職
員
の
登
用
の
バ
ラ
ン

ス
や
︑
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
維
持
の
課
題
に
対
し
て
は
︑

人
事
配
置
の
工
夫
や
研
修
に
よ

る
職
員
へ
の
働
き
か
け
を
行
う

こ
と
で
対
応
し
て
い
く
︒

志
政
会
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清水駅東口・江尻地区ガイドプラン

　清水みなとまちづくりグランドデザインで、

リーディングプロジェクト（みなとまちづくりを

先導する地区）に位置づけた「清水駅東口・江尻地

区」が、地区一体で魅力と活力を高めるために、今

後概ね20年以内のあるべき姿（可能性）となすべ

き事（課題）を、一般社団法人清水みなとまちづく

り公民連携協議会が提案するもの。

語句説明

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

　情報通信技術の浸透が人々の生活をあらゆる

面でより良い方向に変化させること。

語句説明

葵歴史のまちづくりグランドデザイン

　静岡都心を対象に、「歴史文化の拠点づくり」と

「都市再生に向けたまちづくり」の２つのテーマに

重点を置き、およそ20年後の将来像を示すもの。

語句説明

検討委員会

　「サッカースタジアムを活かしたまちづく

り検討委員会」のこと。静岡市附属機関設置条

例に基づき、令和４年４月１日に設置。市のま

ちづくりに資するサッカースタジアム等につ

いて調査審議する。

語句説明

質
問
者

髙
木
　
強
(
自
民
党
)

清
水
駅
東
口
・
江
尻
地
区
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
推
進

　
清
水
駅
東
口
・
江
尻
地
区
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
は
、
次
世
代
型
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
た
も
の
で
、
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
な
水

素
社
会
の
構
築
も
含
め
わ
く
わ
く
感
満
載
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ

イ
ド
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
は
、
官
民
連
携
は
欠
か
せ
な
い

が
、
ま
ず
は
市
が
プ
ラ
ン
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
強
い
意
志

で
、
都
市
運
営
の
一
つ
の
方
向
性
を
示
し
、
関
係
者
の
賛
同
を

得
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
を
次
期
総
合
計
画
へ

反
映
し
、
推
進
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
４
次
総
に
お
い
て
も
︑
こ
の
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
が
示
す
将
来
イ

メ
ー
ジ
を
関
係
者
と
共
有
す
る
と
と
も
に
︑
そ
の
実
現
に
向
け

て
必
要
な
施
策
を
反
映
さ
せ
推
進
し
て
い
く
︒

質
問
者

風
間
　
重
樹
(
創
生
静
岡
)

新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設

　
エ
ネ
オ
ス
社
は
、
検
討
委
員
会
で
社
有
地
が
候
補
地
の
一
つ

と
し
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
当
該

地
に
お
け
る
実
現
可
能
性
は
ど
う
か
。
連
携
の
観
点
か
ら
、
県

に
も
委
員
会
に
出
席
し
て
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
財

源
に
関
す
る
経
済
界
へ
の
打
診
の
時
期
や
、
民
間
主
導
と
い
う

手
法
に
つ
い
て
、
商
工
会
議
所
の
理
解
や
協
力
は
ど
う
か
。

　
当
該
地
に
限
ら
ず
︑
候
補
地
と
し
て
委
員
会
で
議
論
す
る
た

め
に
は
︑
地
権
者
の
事
前
了
解
が
必
要
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
の

作
業
を
進
め
て
お
り
︑
次
の
段
階
へ
進
む
の
は
最
有
力
候
補
地

決
定
後
と
考
え
て
い
る
︒
今
後
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
県
の
参

加
も
想
定
し
て
お
り
︑
委
員
会
の
一
員
で
あ
る
商
工
会
議
所
と

は
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
る
︒

質
問
者

浜
田
　
佑
介
(
創
生
静
岡
)

官
民
共
創
に
よ
る
課
題
解
決
へ
の
取
組

　
民
間
企
業
が
課
題
を
発
掘
し
、
解
決
に
取
り
組
み
な
が
ら
行

政
と
ゴ
ー
ル
を
共
有
し
て
実
現
へ
の
近
道
を
共
に
模
索
し
創
造

す
る
官
民
共
創
の
時
代
が
目
の
前
に
来
て
い
る
。
民
間
企
業
と

行
政
が
連
携
す
る
こ
と
は
、
市
民
を
含
め
た
三
者
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
体
制
づ
く
り
に
繋
が
る
が
、
そ
の
第
一
歩
が
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
官

民
共
創
の
試
み
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
た
め
に
は
︑
大
学
や
民
間
企
業
な
ど
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
リ
ソ
ー
ス
を
活
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
︒

質
問
者

松
谷
　
清
(
緑
の
党
)

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
交
通
政
策

　
葵
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て

い
る
江
川
町
交
差
点
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
や
、
静
岡
駅
前
国
道

１
号
線
へ
の
横
断
歩
道
の
設
置
は
、
静
岡
都
心
の
玄
関
口
と
し

て
風
格
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る
と
考
え
る
。
江
川
町
交
差

点
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
へ
の
課
題
と
完
成
時
期
は
。
ま
た
、
静

岡
駅
北
口
周
辺
の
交
通
環
境
改
善
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
課
題
は
交
差
点
に
流
入
す
る
自
動
車
交
通
量
を
抑
制
す
る
こ

と
で
あ
る
た
め
︑
更
な
る
交
通
量
の
抑
制
を
図
り
︑
関
係
者
と

の
調
整
が
整
え
ば
︑
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
が
で
き
る
と
考
え
る
︒

駅
北
口
周
辺
は
︑
国
道
１
号
の
横
断
方
法
や
御
幸
通
り
の
再
編

な
ど
を
関
係
者
と
意
見
交
換
し
︑
歩
行
者
優
先
の
交
通
環
境
の

改
善
を
図
っ
て
い
く
︒

質
問
者

白
濱
　
史
教
(
自
民
党
)

地
域
発
民
間
主
導
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
既
存
公
共
交
通
の
補
完
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
多
く

は
、
行
政
主
導
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
長
田
地
区
に

お
い
て
は
、
有
志
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
向
け
た
活
動

を
強
力
に
推
進
し
た
結
果
、
地
元
事
業
者
も
巻
き
込
ん
だ
試
験

運
行
の
準
備
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
地
域
発
民
間
主
導
の
本
事

業
は
全
国
に
も
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
本
市
に
お
け
る
新

し
い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
に
な
る
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
地
域
主
体
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
︑
地
域
の
課
題
解
決

に
有
効
で
あ
る
と
期
待
し
て
い
る
︒
地
域
と
連
携
し
て
実
装
に

向
け
た
分
析
を
進
め
︑
既
存
交
通
と
の
調
整
を
図
り
︑
長
田
地

区
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
最
適
化
を
目
指
し
て
取
り
組
む
︒

質
問
者

児
嶋
　
喜
彦
(
志
政
会
)

大
規
模
災
害
発
生
時
の
帰
宅
困
難
者
の
へ
の
支
援

　
本
市
は
、
北
部
に
山
、
南
に
駿
河
湾
、
東
西
も
川
や
山
に
囲

ま
れ
て
お
り
、
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
幹
線
道
路
や
橋
が

寸
断
さ
れ
、
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

食
料
の
備
蓄
が
少
な
か
っ
た
り
、
建
物
の
全
壊
な
ど
で
建
物
内

に
入
れ
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
、
事
業
所
に
お
い
て
従
業
員
を

含
む
帰
宅
困
難
者
の
対
応
が
難
し
い
場
合
に
、
市
か
ら
の
物
資

等
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

　
事
業
所
で
想
定
以
上
に
多
く
の
帰
宅
困
難
者
を
受
け
入
れ
た

場
合
や
避
難
期
間
の
長
期
化
︑
ま
た
︑
受
け
入
れ
不
可
能
な
場

合
な
ど
の
事
態
が
生
じ
た
際
に
は
︑
事
業
所
か
ら
の
要
請
に
基

づ
き
必
要
な
支
援
を
行
う
︒

質
問
者

丹
沢
　
卓
久
(
自
民
党
)

経
済
産
業
政
策
に
お
け
る
市
長
の
考
え
方

　
本
市
が
抱
え
る
社
会
的
な
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
ス
に
乗
せ

て
い
く
と
い
う
営
み
で
は
、
行
政
と
民
間
が
課
題
と
目
的
を
共

有
し
、
互
い
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
提
供
し
合
い
、
リ
ス
ク
や

コ
ス
ト
を
分
担
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
結
び
つ
く
新
し
い
仕
組

み
を
共
に
創
る
と
い
う
意
味
で
の
共
創
が
重
要
で
あ
る
。
４
次

総
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
長
は
、
本
市
の
今
後
の
経
済
産
業
政

策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
臨
む
か
。

　
共
創
は
新
し
い
公
共
経
営
の
実
現
と
方
向
性
を
一
つ
に
し
た

も
の
で
あ
る
︒
あ
ら
ゆ
る
施
策
は
経
済
に
通
ず
る
と
の
認
識
の

も
と
︑
地
域
全
体
で
新
し
い
価
値
を
創
造
し
て
い
く
共
創
の
意

識
を
常
に
携
え
な
が
ら
︑
４
次
総
全
体
で
経
済
産
業
の
進
化
を

目
指
し
︑
力
強
く
取
組
ん
で
い
く
︒

現在の江川町交差点

静岡市のココが聞きたい

個 人 質 問

令和４年９月21日と22日の２日間、15人の議員が個人
質問を行いました。
質問の一部を抜粋してお知らせします。

自民党＝自由民主党静岡市議会議員団（22人）

創生静岡（８人）、公明党＝公明党静岡市議会（６人）

志政会（６人）、共産党＝日本共産党静岡市議会議員団（４人）

緑の党＝緑の党グリーンズジャパン（１人）

街づくり研究会（１人）

※４面以降会派名は略称で表示しています。会 派
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校則の策定及び見直しに関する

ガイドライン

　高校を含むすべての市立学校において校則の

見直しを進めるために、教育委員会が策定。「社会

通念に照らして不具合が生じていないか」「学校

生活の現状に不都合がないか」「児童生徒や保護

者の意見を聞く機会を設けて検討しているか」

等、見直しにあたって各校が考慮すべき重点ポイ

ント等を明示している。

語句説明

環境アセスメント

（環境影響評価）

　大規模な開発事業

等を実施する際に、あ

らかじめその事業が

環境に与える影響を

事業者自らが調査・予

測・評価し、その内容

を公表するとともに、

住民や行政等からの

環境保全等に係る意

見を検討することで、

より適正な環境配慮

がなされるようにす

るための一連の手続。

語句説明

ものづくりキャリア教育推進事業

　子ども達に対し、本市のものづくり産業とその

仕事への興味関心を醸成するとともに、ものづく

りの楽しさを知ってもらうことを目的として、実

際にその産業に携わる人物を招き、座学と工作体

験教室を実施する。

語句説明

質
問
者

平
井
　
正
樹
(
自
民
党
)

校
則
の
見
直
し
に
対
す
る
市
の
対
応

　
本
市
で
は
、
令
和
３
年
10
月
に
校
則
の
策
定
及
び
見
直
し
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
が
、
校
則
に
つ
い
て
は
各

学
校
で
の
判
断
と
な
っ
て
い
る
。
見
直
し
の
指
針
が
示
さ
れ
た

以
上
、
大
枠
の
と
こ
ろ
は
各
学
校
で
は
な
く
、
市
の
主
導
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
学
校
で
の
取
組

状
況
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
学
校
や
保
護
者
︑
地
域
等
と
連
携
を
図
り
︑
見
直
し
の
取
組

が
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
︑
全
教
員
対
象
の
研
修
の
開
催
や

各
学
校
か
ら
の
相
談
対
応
な
ど
適
切
な
助
言
指
導
を
行
っ
て
い

る
︒
ま
た
︑
全
校
の
約
８
割
で
細
か
い
規
定
等
の
見
直
し
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
︒

質
問
者

長
島
　
強
(
公
明
党
)

男
性
用
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

　
前
立
腺
が
ん
、
膀
胱
が
ん
の
手
術
後
は
、
頻
尿
や
尿
漏
れ
が

起
き
や
す
く
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
の
着
用
が
増
え
る
。
し
か
し
、

男
性
用
ト
イ
レ
に
は
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
進
ん
で

お
ら
ず
、
使
用
済
み
パ
ッ
ド
を
外
出
先
か
ら
持
ち
帰
ら
ざ
る
を

得
な
い
方
が
数
多
く
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
設

置
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
静
岡
市
が
ん
対
策
推
進
条
例
で
は
︑
が
ん
患
者
が
尊
厳
を
保

ち
つ
つ
︑
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
構
築
を
掲

げ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
年
内
に
静
岡
庁
舎
新
館
︑
駿
河
区
役
所

１
階
~
３
階
︑
清
水
庁
舎
と
蒲
原
支
所
の
１
︑
２
階
の
男
性
用

ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
︑
そ
の
後
他
の
市

の
施
設
へ
の
設
置
も
検
討
す
る
︒

質
問
者

安
竹
　
信
男
(
創
生
静
岡
)

子
ど
も
達
へ
の
も
の
づ
く
り
教
育

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
的
な
木
工
産
業
や
、
木
造
模
型
か

ら
発
展
し
た
プ
ラ
モ
デ
ル
産
業
な
ど
の
も
の
づ
く
り
産
業
は
本

市
の
重
要
な
地
場
産
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ

れ
か
ら
の
産
業
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
教
育
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
市
に
お
け
る
小
学
生
に
対
す
る
も
の

づ
く
り
教
育
の
取
組
内
容
は
。

30
年
度
か
ら
小
学
校
へ
出
向
き
︑
も
の
づ
く
り
キ
ャ
リ
ア
教

育
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
市
内
の
小
学
校
が
︑

駿
府
匠
宿
に
お
い
て
竹
千
筋
細
工
や
木
工
な
ど
の
創
作
体
験
を

行
う
際
に
︑
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
︒

質
問
者

宮
城
　
展
代
(
自
民
党
)

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
情
と
課
題

　
３
年
度
に
県
が
小
学
５
年
生
以
上
の
児
童
、
生
徒
を
対
象
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
家
族
の
ケ
ア
を
担
う
子
ど

も
の
数
は
約
４
・
６
％
で
22
人
に
１
人
の
割
合
で
あ
っ
た
。
様
々

な
事
情
を
抱
え
る
家
族
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と
で
日
常
生
活
に
影

響
が
出
て
い
る
子
ど
も
達
へ
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本

市
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
情
と
課
題
、
そ
の
対
策
は
何
か
。

　
県
の
調
査
で
は
︑
本
市
に
は
対
象
の
４
・
８
％
に
あ
た
る
１

９
４
２
人
の
ケ
ア
ラ
ー
が
お
り
︑
課
題
は
ケ
ア
ラ
ー
の
潜
在
化

と
負
担
の
軽
減
で
あ
る
︒
そ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
︑
年
内
に
市

独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
完
成
を
目
指
し
︑
５
年
度
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
行
う
︒
そ
の
他
︑
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

や
ケ
ア
ラ
ー
が
交
流
で
き
る
場
の
設
置
を
検
討
す
る
︒

質
問
者

栗
田
　
裕
之
(
創
生
静
岡
)

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援

　
誰
も
が
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
、
遺
族
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
本
市
で
は
静
岡
市
犯
罪
等
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど

に
基
づ
き
、
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
経

済
的
な
支
援
な
ど
、
さ
ら
に
充
実
し
た
支
援
が
行
え
る
よ
う
犯

罪
被
害
者
等
支
援
に
特
化
し
た
条
例
を
制
定
す
る
必
要
を
感
じ

て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
支
援
の
こ
れ
ま
で
の
取

組
と
、
今
後
の
取
組
は
ど
う
か
。

　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
総
合
窓
口
の
設
置
︑
職
員
向
け
の
研
修

会
の
開
催
︑講
演
会
や
パ
ネ
ル
展
な
ど
の
市
民
に
対
す
る
周
知
・

啓
発
な
ど
で
︑
支
援
に
対
す
る
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
る
︒
今

後
は
市
民
や
専
門
家
等
の
意
見
を
踏
ま
え
︑
支
援
の
強
化
や
経

済
的
な
支
援
を
盛
り
込
む
等
の
検
討
を
行
う
︒

質
問
者

市
川
　
正
(
共
産
党
)

水
力
発
電
所
建
設
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
影
響

　
安
倍
川
上
流
域
の
水
力
発
電
所
建
設
工
事
は
、
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
対
象
で
は
な
い
が
、
市
は
事
業
者
と
清
流
の
保
全
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
量
減
少

に
よ
る
動
植
物
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
て
お
り
、

ま
た
、
工
事
に
よ
る
発
生
残
土
か
ら
、
自
然
由
来
の
重
金
属
な

ど
の
流
出
及
び
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
市
は
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
事
業
者
は
国
か
ら
河
川
法
に
よ
る
許
可
を
受
け
る
た
め
︑
国

の
手
引
き
に
従
い
︑
河
川
維
持
流
量
を
確
保
し
た
上
で
取
水
量

を
決
定
し
た
︒
発
生
残
土
に
つ
い
て
は
︑
事
業
者
が
土
壌
調
査

を
実
施
し
︑
現
在
ま
で
は
結
果
に
問
題
は
な
い
︒
よ
っ
て
︑
自

然
環
境
へ
の
問
題
は
生
じ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
︒

質
問
者

杉
本
　
護
(
共
産
党
)

中
小
企
業
等
支
援
に
お
け
る
対
象
の
拡
充

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
で
打
撃
を
受
け
る
中
小
及
び
小
規
模

事
業
者
へ
の
助
成
が
補
正
予
算
で
提
出
さ
れ
た
。
今
回
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
銭
湯
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
ハ
ウ
ス
栽
培
農
家

な
ど
、
事
業
経
費
で
燃
料
費
の
比
重
が
高
い
業
種
に
も
一
定
の

基
準
を
設
け
て
支
援
す
る
な
ど
、
対
象
を
幅
広
く
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
対
象
業
種
は
ど
の
よ
う
に
決
め
た
か
。

　
本
市
の
消
費
喚
起
事
業
で
は
︑
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
業
等
を
支
援
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
や
︑
県
で
は
︑

施
設
園
芸
農
家
や
漁
業
者
へ
支
援
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
︑
今
回
は
燃
料
費
な
ど
の
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受
け
︑
支

援
が
行
き
渡
っ
て
い
な
い
製
造
業
や
運
輸
業
な
ど
を
対
象
と
し

た
︒

出前授業の様子

新田吊り橋から見た安倍川

ヤングケアラーイメージ

質
問
者

内
田
　
　
典
(
共
産
党
)

高
齢
者
・
低
所
得
者
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
助
成

　
市
消
防
局
管
内
の
熱
中
症
搬
送
人
数
は
、
昨
年
５
月
か
ら
10

月
ま
で
１
８
７
人
、
内
65
歳
以
上
が
91
人
で
、
そ
の
内
の
半
数

以
上
は
住
宅
で
の
発
生
で
あ
る
。
エ
ア
コ
ン
が
な
い
の
か
、
使

用
せ
ず
熱
中
症
に
な
っ
た
の
か
は
分
析
が
必
要
だ
が
、
市
独
自

の
施
策
と
し
て
、
高
齢
者
・
低
所
得
者
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

か
か
る
助
成
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
エ
ア
コ
ン
の
購
入
設
置
に
つ
い
て
は
︑
生
活
福
祉
資
金
の
貸

付
が
利
用
で
き
る
︒
ま
た
︑
熱
中
症
予
防
が
必
要
な
世
帯
が
新

た
に
生
活
保
護
を
受
給
す
る
場
合
は
︑
保
護
費
で
エ
ア
コ
ン
を

購
入
で
き
る
た
め
︑
独
自
施
策
は
検
討
し
て
い
な
い
︒



各常任委員会に付託された議案等の審査結果について、それぞれの常任委員長が報告しました。
委員長報告における委員の意見や要望の主なものは次のとおりです。常任委員長報告

総
務
委
員
会

市
民
環
境
教
育
委
員
会

厚
生
委
員
会

＊
事
務
事
業
総
点
検
表
に
つ
い
て
︑
評
価
結
果
と
実
態
に
差

異
が
あ
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
評
価
の
仕
方
の

見
直
し
を
求
め
る
︒

＊
内
部
統
制
の
推
進
に
つ
い
て
︑
事
務
事
業
事
故
・
ミ
ス
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
︑
職
員
の
配
置
適
正
化
や
︑
チ
ェ
ッ
ク

機
能
強
化
の
た
め
に
外
部
人
材
の
登
用
な
ど
を
求
め
る
︒

＊
選
挙
の
投
票
率
の
向
上
に
向
け
︑
投
票
所
の
拡
充
や
︑
選

挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
場
所
の
見
直
し
な
ど
︑
選
挙

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
取
組
を
求
め
る
︒

＊
財
政
指
標
が
改
善
さ
れ
た
財
政
運
営
を
評
価
す
る
が
︑
コ

ロ
ナ
禍
で
の
地
方
交
付
税
交
付
金
の
増
額
は
一
過
性
で
あ

る
た
め
︑
自
主
財
源
の
確
保
に
取
組
む
こ
と
︒

＊
職
員
の
定
年
引
上
げ
に
係
る
条
例
改
正
等
に
つ
い
て
︑
定

年
引
上
げ
に
伴
い
︑
対
象
職
員
の
豊
富
な
知
識
︑
技
術
︑

経
験
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
対
応
す
る
こ
と
︒
あ

わ
せ
て
︑
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
︒

＊
災
害
復
旧
の
財
源
に
つ
い
て
︑
国
庫
支
出
金
な
ど
の
財
源

を
よ
り
多
く
確
保
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
︒

＊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い
て
︑
今
後
も
申
請

機
会
を
提
供
し
︑交
付
率
向
上
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
︒

＊
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
関
連
施
設
管
理
運
営
事
業
に

つ
い
て
︑Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
す

る
こ
と
︒

＊
特
別
教
室
や
避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
︑
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
対
応
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
︑
学
校
施
設
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
︒

＊
災
害
援
護
資
金
貸
付
事
業
に
つ
い
て
︑
適
時
・
適
所
で
情

報
発
信
す
る
と
と
も
に
︑
窓
口
対
応
や
問
合
せ
に
対
し
て

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
を
求
め
る
︒

＊
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
設
置
運
営
等
事
業
に
つ
い
て
︑
い
つ

災
害
が
起
き
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制
の
強
化
と
︑

災
害
廃
棄
物
を
迅
速
に
処
理
す
る
こ
と
︒

＊
児
童
生
徒
の
学
習
に
影
響
が
な
い
よ
う
︑
学
校
の
復
旧
を

１
日
も
早
く
進
め
る
こ
と
︒
あ
わ
せ
て
︑
子
ど
も
達
の
心

の
ケ
ア
も
行
う
こ
と
︒

＊
脳
梗
塞
予
防
実
証
実
験
事
業
に
つ
い
て
は
︑
全
国
的
に
注

目
さ
れ
て
い
る
た
め
︑今
後
も
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
︒

＊
う
つ
病
・
ス
ト
レ
ス
対
策
に
つ
い
て
︑
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
問
題
は
近
年
増
加
し
て
お
り
︑
予
防
対
策
の
普
及
啓
発

動
画
の
閲
覧
数
は
多
い
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
市
民
の
関
心

も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
︑
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
取

り
組
む
こ
と
︒

＊
牧
之
原
市
の
認
定
こ
ど
も
園
で
の
死
亡
事
故
に
関
連
し
︑

認
定
こ
ど
も
園
等
へ
の
指
導
監
査
に
つ
い
て
︑
改
め
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
︑
本
市
に
お
い
て
同
様
の

事
故
を
発
生
さ
せ
な
い
と
い
う
強
い
気
概
を
持
っ
て
取
り

組
む
こ
と
︒

＊
断
水
エ
リ
ア
に
お
け
る
水
道
料
金

の
減
額
に
係
る
水
道
事
業
会
計
へ

の
繰
出
金
に
つ
い
て
︑
水
は
市
民

生
活
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る

た
め
︑
今
後
も
財
源
確
保
に
つ
い

て
は
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
こ
と
︒

＊
静
岡
都
心
地
区
ま
ち
な
か
再
生
事
業
に
つ
い
て
︑
人
に
優

し
く
経
済
に
も
活
力
を
与
え
る
市
街
地
づ
く
り
に
向
け
︑

地
域
と
連
携
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
︒

＊
清
水
駅
周
辺
整
備
推
進
事
業
に
つ
い
て
︑
今
後
の
清
水
駅

東
口
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
変
化
を
視
野
に
入
れ
︑
整
備

を
慎
重
に
進
め
る
こ
と
︒

＊
道
路
新
設
改
良
費
に
つ
い
て
︑
反
射
熱
を
軽
減
す
る
な
ど

多
様
な
舗
装
整
備
手
法
で
︑
よ
り
安
全
で
快
適
な
道
路
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
︒

＊
被
災
住
宅
応
急
修
理
事
業
の
支
援
内
容
を
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
周
知
を
図
り
︑部
署
を
超
え
た
取
組
を
検
討
す
る
こ
と
︒

＊
河
川
災
害
復
旧
事
業
や
道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業
に

つ
い
て
︑
今
後
の
大
雨
で
二
次
災
害
を
心
配
す
る
被
災
者

は
多
い
た
め
︑
応
急
復
旧
後
の
本
復
旧
に
速
や
か
に
取
り

組
む
こ
と
︒

＊
女
性
の
消
防
職
員
・
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
︑
先
進

事
例
を
参
考
に
募
集
方
法
を
工
夫
し
て
積
極
的
に
取
組
む

こ
と
︒

＊
耐
震
性
防
火
用
貯
水
槽
に
つ
い
て
︑
老
朽
化
に
よ
る
更
新

を
見
据
え
た
適
正
な
設
置
計
画
や
予
算
措
置
を
求
め
る
︒

＊
台
風
15
号
に
よ
り
水
の
供
給
に
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
を

教
訓
に
︑
水
道
施
設
中
長
期
更
新
計
画
の
再
検
討
を
行
い
︑

市
民
生
活
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
対
策
す
る
こ
と
︒

＊
浸
水
エ
リ
ア
に
お
け

る
水
道
料
金
及
び
下
水

道
使
用
料
の
減
額
に
つ

い
て
︑
対
象
と
な
る
市

民
へ
の
周
知
に
努
め
︑

混
乱
の
な
い
対
応
を
求

め
る
︒

＊
静
岡
市
民
文
化
会
館
は
︑
今
後
の
大
規
模
改
修
に
向
け
て

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
︑
主
催
者
︑
利
用
者
と
も
に
使

い
や
す
い
施
設
整
備
を
す
る
こ
と
︒
各
所
管
施
設
に
お
い

て
も
︑
安
心
・
安
全
の
強
化
と
利
用
者
の
使
い
勝
手
を
考

慮
し
た
設
備
修
繕
を
す
る
こ
と
︒

＊
移
住
就
業
支
援
に
つ
い
て
は
︑
国
や
県
へ
の
追
加
予
算
の

要
望
や
市
単
独
で
補
正
予
算
を
組
む
な
ど
︑
多
く
の
方
が

利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
︑
本
市
へ
の
移
住
者
が
増
え
る

よ
う
な
政
策
と
す
る
こ
と
︒

＊
被
服
、
寝
具
そ
の
他
生
活
必
需
品
給
与
等
事
業
は
︑ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
︑今
後
は
今
回
の
災
害
を
教
訓
に
︑

発
災
後
速
や
か
な
受
付
対
応
を
す
る
こ
と
︒

＊
農
地
の
復
旧
は
︑
農
業
の
根
幹
に
か
か
わ
る
︒
被
災
し
た

農
業
者
を
一
人
で
も
多
く
支
援
す
る
と
と
も
に
︑
早
期
復

旧
で
き
る
よ
う
農
業
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
求
め
る
︒

観
光
文
化
経
済
委
員
会

都
市
建
設
委
員
会

企
業
消
防
委
員
会

目の不自由な方のための
①声の市議会だより（デイジー 
　CD版、カセットテープ版）　
②市議会だより点字版を作成
　しています。ご希望の方は、
　調査法制課（054）221‐1481
　までお問合せください。

音声版・点字版の
ご案内

※デイジーＣＤ版
　音声をＣＤに録音したもので、

専用の再生機やパソ
　コンで再生できます。

　11月定例会について、下記の
日程でコミュニティＦＭラジオ局
での放送を予定しています。
※日程は、変更になる場合があります。

総括質問
ダイジェスト版放送

令和４年12月12日（月）～16日（金）

午後８時から９時まで

ＦＭ－Ｈｉ（76.9ＭＨｚ）
マリンパル（76.3ＭＨｚ）

放送局

日　時

市議会だより
点字版

次回定例会日程
11月定例会は、11月24日からはじまります。
日程は次のとおりです。　

※日程は変更になることが
　あります。（最新情報は、市
　議会ホームページでご確
　認ください。）
※議場・委員会室は市役所
　静岡庁舎本館にあります。

会期 23日間

開催日 会議名 場　所

議会運営委員会

議案説明会

本会議

議会運営委員会

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

厚生委員会

観光文化経済委員会

都市建設委員会

総務委員会

企業消防委員会

市民環境教育委員会

議会運営委員会

本会議

第２委員会室

議場

議場

第２委員会室

議場

議場

議場

第１委員会室

第２委員会室

第３委員会室

第１委員会室

第２委員会室

第３委員会室

第２委員会室

議場

11月

12月

10日(木)

15日(火)

24日(木)

30日(水)

２日(金)

５日(月)

６日(火)

８日(木)

９日(金)

15日(木)

16日(金)

台風15号による承元寺取水口の被災状況

台風15号による和田島地区宮嶋橋（水管橋）の被災状況
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こちらは「市議会だより」最終面です。１面からご覧ください。（7）2022.12.1

　静岡市議会では、市民の皆さんに開かれた議会を目指し
ています。

そこで、皆さんのご意見を参考に、より効果的で親しみや
すい市議会だよりとするため、アンケート調査を
実施します。
　右のQRコードを読み込み、ご回答ください。

（質問は５問程度です。）

市議会だよりのアンケートを実施
みなさまの声をお聞かせください！

（○=賛成、×=反対）９月定例会提出議案等の会派別賛否一覧

令和３年度決算

令和４年度

補正予算

条例の全部改正

その他の議案

条例の一部改正

条例の廃止

議員提出議案
人事案件

議
決
結
果

自
民
党

志
政
会

公
明
党

創
生
静
岡

街
づ
く
り

研
究
会

共
産
党

緑
の
党

会 派 名

令和３年度静岡市一般会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市電気事業経営記念基金会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市土地区画整理清算金会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市母子・父子・寡婦福祉資金貸付金会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市公債管理事業会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市競輪事業会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市国民健康保険事業会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市農業集落排水事業会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市駐車場事業会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市介護保険事業会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市介護保険サービス会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市中央卸売市場事業会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市後期高齢者医療事業会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市立静岡病院事業債管理事業会計歳入歳出決算の認定について 
令和３年度静岡市簡易水道事業会計決算の認定について 
令和３年度静岡市病院事業会計決算の認定について 
令和３年度静岡市水道事業会計決算の認定について 
令和３年度静岡市下水道事業会計決算の認定について 
令和４年度静岡市一般会計補正予算（第３号） 
令和４年度静岡市国民健康保険事業会計補正予算（第２号） 
令和４年度静岡市介護保険事業会計補正予算（第２号） 
令和４年度静岡市水道事業会計補正予算（第２号） 
令和４年度静岡市一般会計補正予算（第４号）
令和４年度静岡市一般会計補正予算（第５号） 
令和４年度静岡市農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 
令和４年度静岡市駐車場事業会計補正予算（第１号） 
令和４年度静岡市水道事業会計補正予算（第３号） 
令和４年度静岡市下水道事業会計補正予算（第２号） 
静岡市職員の定年等に関する条例の全部改正について
静岡市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正について
静岡市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正について 
静岡市職員の分限に関する条例の一部改正について 
静岡市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正について 
静岡市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 
静岡市職員の修学部分休業に関する条例の一部改正について 
静岡市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 
静岡市職員の公益的法人等への派遣等に関する条例の一部改正について
外国の地方公共団体の機関等に派遣される静岡市職員の処遇等に関する条例の一部改正について 
静岡市職員の給与に関する条例の一部改正について 
静岡市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
静岡市職員退職手当支給条例の一部改正について
静岡市税条例等の一部改正について
静岡市民生委員の定数に関する条例の一部改正について
静岡市都市公園条例の一部改正について
静岡市教育職員の給与に関する条例の一部改正について
静岡市立小学校及び中学校の教育職員等の給与に関する条例の一部改正について
静岡市立学校の教育職員の給与等に関する特別措置条例の一部改正について
静岡市教育職員等の退職手当に関する条例の一部改正について
静岡市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について
静岡市定年退職者等の再任用に関する条例の廃止について 
水槽付消防ポンプ自動車の購入について 
工事請負契約の締結について（船越生涯学習交流館建築工事）
工事請負契約の締結について（(主)梅ヶ島温泉昭和線((仮称)有東木トンネル)道路整備工事）
工事請負契約の締結について（静岡市同報系防災行政無線デジタル化整備工事）
市道路線の変更について（草ケ谷東名下２号線） 
市道路線の認定について（春日三丁目１号線ほか14路線） 
令和３年度静岡市病院事業会計資本剰余金の処分について 
令和３年度静岡市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 
令和３年度静岡市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 
人権擁護委員の推薦について 
核兵器のない世界の実現に向けて一層の取組み推進を求める意見書

認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
賛成
可決

〇 〇 〇 〇 × × 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

件　　名

静岡市議会ホームページアドレス
https://www.city.shizuoka.lg.jp/000_000260.html

静岡市議会

(編集元） 静岡市議会事務局　
〒420-8602 静岡市葵区追手町5番1号
議会総務課　　（054）221-1158
議　事　課　　（054）221-1159
調査法制課　　（054）221-1481
　　 　　　　 ＦＡＸ.（054）251-9213

次回「しずおか市議会だより（令和4年11月定例会号）」
は令和5年２月１日発行予定です。

松永社長 佐藤副議長 望月議長 岡田選手 大石選手

ベルテックス静岡 大石選手・岡田選手
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